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東北地方調査の概要 

―2016 年度調査の結果― 

太田 圭（東京大学大学院）・ 

設楽博己（東京大学）・佐藤 由紀男（岩手大学）・百原 新（千葉大学）・ 

那須浩郎（総合研究大学院大学）・佐々木 由香（明治大学/株式会社パレオ・ラボ） 

1. 調査の目的

東北地方を中心に弥生・続縄文～平安時代における土器圧痕のレプリカ法による調査を

行い、各地における穀物栽培の推移やイネと雑穀の比率変化を明らかにし、東北地方を中

心とした穀物栽培の推移と土器組成変化の関係性を検討する。 

2. 対象資料

表１.調査遺跡概要 

3. 調査結果

弥生後期：アワ穎果（発芽）1 点 

塩釜式期：イネ穎果（割れ）1 点 

7～8 世紀：イネ穎果 9 点（うち割れ 5 点、イネ穎果とみられるもの 1 点）、イネ籾 2 点 

アワ有ふ果 2 点、キビ有ふ果 10 点、アワ穎果 1 点、不明種実 2 点

10 世紀前半：イネ籾 3 点、アワ有ふ果 2 点、マメ科？1 点、不明種実 2 点 
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4. 考察

①7 世紀前後の東北北部（青森県域）とその周辺（滝沢市）

表 2.土器型式対応表

弥生文化の様相は高瀬克範に

より水稲稲作を行う地域と狩猟主

体の地域が混在していたことが指

摘されている（高瀬 2011・2014）。

中期中葉にこれらの地域社会が崩

壊し、後葉には続縄文文化の様相

が強まり、後期には東北北部の伝

統に戻ったとみられる。 

続縄文文化は後北 C1 式期に日

本海側を通して広まり、後北 C2-D

式期に続縄文土器は斉一性を高め、東北中部まで分布する。この時期の東北北部には竪穴

住居跡はみられないが、図４にみるような各種遺物・遺構の動向がみてとれる。北方集団

の東北北部・中部への影響は北大Ⅰ式期までであり石器類だけは在地化を強め 7 世紀以降

まで確認される。 

先行研究でも指摘される通り、一部を除き 5 世紀～6 世紀に遺物・遺構の希薄な時期（人

口希薄期・集落断絶期）があり、この時期の竪穴住居跡の検出は不明確である。 

滝沢市では、後北 C2-D 式（新）段階の土器や各種北方集団要素の遺物・遺構が出土し

ており、4 世紀後半～5 世紀にかけ北方集団の影響があったことがうかがえる。また、続縄

文土器が東北北部で製作されていた可能性も高い（井上 2008）。一方で、古墳時代併行期

の土師器も出土しており、その立地からも南からの古墳文化の流入も当然あったと考えら

れる。 

この時期（後北 C1-北大式期）の東北北部地域は、古墳文化と北方集団の要素も混在す

る状況であったとみられ、高瀬も「雑居地帯」と評価している（高瀬 2014）。 

＜東北北部の動向まとめ＞ 

弥生前期：稲作を行う集団と狩猟採集を行う 2 つの集団 

弥生中期：地域社会の崩壊（要因は寒冷化？） 

後期に至るまで、人口希薄期となり、続縄文文化集団の影響を強く受ける。 

弥生後期：東北地方独自の地域文化を形成する。 

～7 世紀：北方集団要素・古墳文化要素の雑居状態   …太平洋側の集落増加期 

集団による文化要素の選択性が強い（要因は環境・地形・立地など）  

8 世紀～：穀物栽培を主体とする集落の成立・増加 

10 世紀～：稲作を主体とする集落の増加  …日本海側の集落増加期、沖積地への進出 

②遺跡の立地環境からみる利用選択

両遺跡とも河川流域の地形条件では稲作を選択することが可能である。両遺跡の種実組

成の違いを生んだ選択要因は集団差や集落の立地（位置）、気候条件にあると考えられる。 
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③炭化種実とレプリカ法による調査結果からの予察

〇続縄文文化における北日本の雑穀利用 

前半期：縄文文化以来の利用が継続。ヒエ属も続縄文に活発化した様相はみられない。 

後半期：ヒエ属の利用が激減する。少量出土しているイネは交易品とみられる。 

…アワ・キビの本格的な利用は擦文文化期（山田・椿坂 2006、高瀬 2014）。 

〇擦文文化、奈良・平安時代の雑穀利用 

道南・道央：8 世紀初頭に画期がみられ、雑穀利用が多様化・定着する。それ以降、アワ・

キビ・オオムギ・ヒエ・ヒエ属が主体となるとみられる。

東北 北部：8 世紀はイネ・アワ・キビが主体となり、ヒエ属が本格化するのは 10 世紀以

降。7～8 世紀における東北北部の青森県より南の地域の炭化種実の様相は不

明確。11 世紀の囲郭集落（青森県高屋敷館遺跡）ではイネ・アワとともに多

量のヒエ属が出土しており、キビが極めて少ない。この例をはじめ東北北部

において 8～11 世紀にキビの検出が少ないことが注目される。 

5. まとめと課題

＜高柳遺跡・森ヶ沢遺跡のレプリカ法による調査成果＞ 

・7～8 世紀の集落において高瀬川流域と北上川上流域で種実の結果に対照的なあり方がみ

られた。前者ではキビが多くイネがなく、後者はイネが多くキビがない。 

・両遺跡とも河川流域の地形条件は類似するが、集落の立地と気候条件が異なる。

・7 世紀前段階における様相が若干異なるが北方集団と古墳文化の雑居地帯であった。

＜穀物利用の様相＞ 

・続縄文文化前半期は道南・道央でヒエの利用があるが後半期に激減する。

・北大式併行期にヒエ・ヒエ属が確認されず、ヒエの空白期が存在する。

・5 世紀代のイネの炭化種実があり、今回も 4 世紀後葉のイネ圧痕（滝沢市仏沢Ⅲ遺跡・

塩釜式：遺構外）が確認（古墳文化の前期併行段階で再びイネが確認される）。

・7～8 世紀の穀物組成は東北北部と擦文文化で強い類似性をもつ。東北北部でヒエ属が主

体となるのは 9 世紀後半以降である。また、8 世紀以降(奈良・平安時代）の雑穀利用の

あり方は東北北部と擦文文化で大きな違いがみられる（椿坂 2006 も指摘）。諸条件から

穀物の主体的利用は集団により選択されていた可能性がある（吉崎・椿坂 2000 も指摘）。

・キビは古墳文化の流入によるものの可能性が高い。しかし、東北北部（青森県域）では

8 世紀以降、北海道にくらべて利用頻度が低いとみられ、空白期のような時期が存在す

る。これは東北北部内の地域差・集団差の反映であろうか。

＜課題＞ 

・4～6 世紀における東北北部の住居跡欠落期の資料をどう補うのか。

・東北北部における 5～7 世紀の継続性のある集落はあるのか。

・東北北部南域（岩手県北部）の内陸部・沿岸部・山間部において生業の違いはあるのか。

⇓ 

・青森県域より南における東北北部（とくに岩手県南部）のレプリカ法による調査

・東北北部における北大式併行期の種実利用の様相の把握（とくにヒエ・ヒエ属）
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⇓ 

キビの空白期、ヒエ属の空白期をどうとらえるか。アワ・キビ、ヒエ属の系統は？

奈良・平安時代における東北北部のキビの少なさ（擦文文化との対照的なあり方）  
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